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佐川優子の台湾旅行記 
 

佐川 優子 

 
佐川は、毎年旅行に行くのが恒例になっています。 
今年は 4 泊 5 日で台湾に行ってきました。 
ほんとはハワイに行きたかったのですが、台湾に決めた理由は、新千歳空

港から直通の飛行機があったこと。飛行機に乗っている時間が 4 時間と少

しで済むこと、ハワイに比べて格安だったことでした。また、バリアフリー

事情が割と整っているという情報があったからです。 
予算をあまりかけたくなかったので、台湾の航空会社エバー航空を利用し

ました。また、宿も旅行会社を通さず手配しました。 
エバー航空さんとは、吸引器や呼吸器のことで何度もやり取りしました。

手製の持続吸引器は結局許可が下りず、機内ではコットンをかんで過ごしま

した。 
 機内では、介助者がすり鉢で機内食を調理していただくことができました。

また、電源の差込口があったので、呼吸器と吸引器を充電することができま

した。 

 
 

空港から台湾高速鉄道までのシャトルバスは、車いすでも乗ることができ

ます。また台湾新幹線は車いすスペースが用意されていました。  
のちに、台北の主要交通手段である MRT をたくさん利用しましたが、こ

ちらも車いす優先の乗り場があり、車いすペースが確保されていてとても便

利でした。 
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宿は台北駅そばのコスモスホテルを利用しました。ここには常時日本語を

話せるスタッフがいて、いろいろと相談に乗ってもらいました。車いすで入

れるシャワールームのある部屋もあります。ただ、シャワーキャリーは用意

がないとのことでした。内緒ですが、部屋の中にあった椅子にビニール袋を

かぶせて、シャワーキャリーの代わりにしました。 
宿は 4 日間同じところでした。午前中の外出に出て、午後いったん宿に戻

って休憩し、夕方からまた外出するというパターンにしました。 

 
 

 

 
有名な士林夜市に行って、屋台でご飯を食べたり、スタッフのお土産のシ

ャツを買ったりしました。中正祈念堂や龍山寺にも行きました。 

  
どこに行っても台湾の人が親切にしてくださいました。駅を歩いていると

き、わざわざ降り口が違うよと教えに来てくれた人もいました。 
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故宮博物院にも行きたかったのですが、そこに行くためには交通手段の確

保が難しかったので、台湾の車椅子利用者専門の旅行社「旅ごころユニバー

サルトラベル」さんのお世話になりました。 

  
こちらは日本からのお客さんも多いので日本語が OK でした。 

 ガイドの呉さん、社長兼運転手の張さんの案内で野柳という観光地、台湾

のベニスといわれる淡水、そして故宮博物院を見ることができました。帰り

の飛行場まで送ってもらい、飛行機のチェックインも手伝ってもらえてすご

く良かったです。 

 
 今回の旅行で準備したのは、吸引器のバッテリー。体を固定するために和

装用のマジックベルト、充電式のブレンダ―、移乗用のシート(シーツを加

工したもの)でした。予備のバッテリーがあることで、自由に動けたし、充

電式のブレンダ―があることで、屋台や出かけたところでも、食べ物を加工

することができました。 
 台湾はとても料理がおいしく、スタッフはいつもたくさん食べていました。

また、景色も素晴らしかったです。 

 
 スタッフがもう少し文字盤と口文字を使えたらもっとよかったですが。 
毎年旅行しているおかげでスタッフも旅慣れていることも、旅行が成功した

理由だと思います。 

  
とても楽しい旅行でした。 
来年は礼文島や沖縄にも行ってみたいです。 

 
 
 

ALS 機関紙「絆」の広告にご協力お願いいたします☆ 

日本 ALS 協会北海道支部 支部長 深瀬和文 

 
事務局長 松田静枝まで 0126－23－2312 

    E-Mail:  

詳しくは 

 


